２００６年・教育実習
高校・第１学年　数学科学習指導案

授業者：○○○○○
指導教員：○○○○　
日時：２００６年　６月１６日　金曜日　第４時限

場所：埼玉県　私立○○○○○高等学校　１年１４組
1． 学級

高校１年１４組（男子２１人、女子１６人、計３７人）
中高一貫部であるので、入学してから４年目になる。カリキュラムも高入生とは違い、高校２年生終了でほぼすべての範囲を終わる。クラスの雰囲気としては大変明るく、発言も多い。数学に対する抵抗のようなものはいないようだ。
2． 教材

教科書：数研出版「数学Ⅱ」
副教材：サクシード数学ⅡＢ
3． 単元および単元の位置
第６章　微分法・積分法

第２節　導関数の応用
１時間：接線・３次関数のグラフ

２時間：関数の増減と極限・極小
３時間：最大値・最小値①
４時間：最大値・最小値②
（本時）５時間：関数のグラフと方程式・不等式（実数解の個数）
4． 単元目標

１．微分の概念を学び、様々な関数の増減を知ることが出来ることを体感する。

２．方程式と関数の関係など、分野ごとの横のつながりを意識することで、問題を複数の視点からの問題を見る力を養う。

5． 本時の目標・観点
１．「微分」とは「増減を調べるための手順」であることを意識し、どの関数の増減を調べることで解に近づくことが出来るか押さえる。

２．問題をそのまま考えるのではなく、文章を式に、式をグラフに変換することで、１つ１つ簡単なものへの「分割」をすることで問題を解くことが容易になる点を意識させる。
６．授業の展開（授業時間５０分）

	時間
	学習内容
	指導上の留意点
	評価

	導入

５分
	方程式と関数の関係性について

方程式
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軸との交点
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軸とは、直線
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であることを踏まえ、方程式と関数の関係性について、説明する。
	方程式と関数の関係性を押さえられているか。

	発展①
１５分
	問題　次の３次方程式の異なる実数解の個数を求めよ。
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（解）３個
	方程式のまま考えるのではなく、関数として考えることで、問題を解きやすくなることを伝える。
	押さえられているか。

	
	【解法の方針】

①
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とおき関数として考える。
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のグラフを作成する。

③グラフより、実数解の個数を求める。
	「題意の実数解の個数」とは、

「
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軸との交点の個数」
と一致することを確認する。
	解法の手順を１つ１つ確認し、とらえられているか？

	発展②
２５分
	問題　３次方程式
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が異なる３個の実数解をもつとき、定数
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の値の範囲を求めよ。　　　　　　　　（解）
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	先ほどの問題との違いについて。

今回は範囲を答えさせる問題であることを意識させる。
	違いを意識しているか。

	
	【解法の方針①】

1 与えられた３次方程式を変形する。
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2 すると、この方程式の実数解は、

３次関数
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4 グラフより共有点が３個であるように、定数
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の値の範囲を求める。
	３次関数
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のグラフが３点で交わるように、
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の範囲を求める。
	方針の流れを把握できているか？

	
	【解法の方針②】

1 与えられた３次方程式を
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　とすると、
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が異なる３つの解をもつためには、「極値の符号は異なる」ことが条件となる。
今回は
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の係数が正であるので、
極大値
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極小値
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④　よって答えは　
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	別解を用意し、先ほどの解法では、カバーしきれない問題についての解法を同じ問題に適応させていく。

図を盛り込み丁寧に進めていく。

特に極値の符号が、異符号になることを注意させる。
	流れを把握すると共に、①との差をしっかり押さえられているか。

	演習

５分
	①３次方程式　
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が異なる３つの実数解をもつような
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の範囲を求めよ。
	解法の方針②の方が有効であることを促す。
また授業の理解度の確認を促す。
	方針を立てることが出来ているか。また解くことが出来るか。
理解度を各自、確認。
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